
平成３１年度シラバス                学番２４ 新潟県立新発田南高等学校 

教科 国語 科目 国語総合 単位数 ２ 

学科 工業科 
履修

学年 
２ コース 全コース 必修・選択 必修 

教 科 書 『改訂版 高等学校国語総合』（第一学習社） 

副教材等 

「新版三訂 新国語便覧」（第一学習社）「新版五訂 完全マスター古典文法」（第一

学習社）「記入して覚える古典文法クリアノート」（尚文出版）「必携新明説漢文」（尚

文出版）「必携新明説漢文 基本練習ノート」（尚文出版）「常用漢字ダブルクリア」

（尚文出版）「国語必携 パーフェクト演習」（尚文出版） 
 

学 習 目 標 

 国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成する。伝え合う力を高めると

ともに，思考力を伸ばし、心情を豊かにする。言語感覚を磨き，言語文化に対

する関心を深めるとともに、国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。 

指導の重点 

① 基本的な言語事項を重視し、読む、聞く、話す、書くことの基礎的な能力の 

習得を目指す。 

② 文章を的確に読み取り理解するための基本的な能力の育成を目指す。 

③ 古典を読むための基礎的な能力を育成するとともに、古典に親しむ態度を育 

てる。 

学 

 

習 

 

計 

 

画 

学期 

（時数） 
学習項目 学習内容(学習活動) 評価方法 

１学期 

（２０） 

現代文・小説（一）『旅する

本』 

 

 

古文・説話を読む『沙石集』

「いみじき成敗」 

 

 

 

現代文・評論（二）『ネット

が崩す公私の境』 

 

 

 

 

漢文・古代の史話『完璧』 

 

 

・登場人物の心理や状況を理解する。 

・作品の構成・展開を正しくとらえ、小

説のおもしろさを味わう。 

 

・起承転結のはっきりした説話で、登場

人物の行動を読み取り、古文のおもし

ろさに触れる。 

 

・文章全体の論理構成、展開を把握する。 

・情報化社会の現実を理解する。 

・インターネッての普及により変質して

きた人間関係やコミュニケーションの

あり方について考察する。 

 

・漢文に慣れるとともに、句形をふまえ

た読解をする。 

・時代状況を整理し、話の流れを正確に

読み取る。 

 

定期テスト 

課題テスト 

提出物 

漢字小テスト 

授業の取り組み 

２学期 

（２４） 

現代文・小説（三）『空き缶』 

 

 

 

 

 

 

漢文・古代の史話『先従隗始』 

 

 

 

 

現代文・評論（三）『間の感

覚』 

 

 

 

 

古文・日記を読む『土佐日記』

「門出」 

 

・会話や発言をもとに、登場人物たちの

心理・内面を読み取る。 

・常に現在形としてあり続ける原爆の問

題とその体験を生き続けることの意味

について考え、今日の平和について考

える契機とする。 

 

・中国の史伝に特徴的な簡潔な表現を味

わい、そこから生まれた故事成語、成

句などを正しく理解する。 

・訓読を正確に行う。 

 

・具体例と主張の関係を整理し、全体の

論理構成を把握する。 

・日本人の意識構造や日本の伝統につい

て、特に身近で自明のものであった点

を捉え直し、認識を深める契機とする。 

 

・日記を読んで、人間や社会に対する作

者の思想や感情を読み取る。 

・助動詞の識別や連接について理解する。 

 

定期テスト 

課題テスト 

提出物 

漢字小テスト 

授業の取り組み 



３学期 

（２０） 

 

現代文・評論（四）『グロー

バリズムの「遠近感」』 

 

 

 

 

 

古文・軍記物語を読む『平家

物語』「祇園精舎」「木曽の最

期」 

・論理構成を把握し、主題を的確に読み

取る。 

・グローバル経済システムや資本主義、

グローバリズムという現代社会の諸問

題を自己の問題として捉え、考える契

機とする。 

 

・中世文学、軍記物語という今まで触れ

る機会の少ない文学を読み、古典への

興味を広げる。 

・歴史的背景を理解し、登場人物の生き

方を考察する。 

・敬語について理解する。 

 

定期テスト 

課題テスト 

提出物 

漢字小テスト 

授業の取り組み 

 

計６４時間（５５分授業） 

評価基準と

評価方法 

関心・意欲・

態度 
話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 

国語や言語文

化に対する関心

を深める。国語

を尊重してその

向上を図る。自

ら進んで言語表

現しつつ、他を

理解し、伝え合

おうとしてい

る。 

自分の考えを

まとめ、深めるた

めに、目的や場面

に応じて、筋道を

立てて話し、的確

に聞き取ったり

している。 

 

自分の考え

をまとめ、深

めるために、

目的や場面に

応じて、筋道

を立てて適切

に文章を書い

ている。 

目的に応じ

て様々な文章

を的確に読み

取るとともに、

読書に親しん

だりしている。 

表現と理解に役

立てるための音

声・文法・表記・

語句・語彙・漢字

等を理解し、知識

を身に付けてい

る。 

[評価方法] 

以上の観点を踏まえ、 

・定期テスト ・課題テスト ・提出物の内容 ・漢字小テスト ・授業の取り組

みなどから、総合的に評価する。 

学習の 

ポイント 

学習方法  

○ 以下について予習・復習をする。 

現代文 ・漢字 ・語句の意味 ・内容の理解 ・文学史的知識 ・鑑賞 

古文  ・音読 ・語句の意味 ・文法的理解 ・現代語訳 ・文学史的理解 

・鑑賞 

漢文   ・音読 ・語句の意味 ・書き下し文 ・現代語訳 ・句法の理解  

・文学史的理解 ・鑑賞 

○ ノート作りは事前に自宅学習として行う。古典においては本文を書写してお

くこと。     

 

○ 目標を高く持ち、それに向けて努力すると結果は必ずついてきます。自分を

信じて学習を継続させましょう。 

 


